
硲末期の「物産会」に見る物と人の交流

京都・大坂の「物発会」に出辰された越中・立山での採尖品から

吉野俊哉
＊

はじめに

江戸時代中期以降、 本J','l学はその研究手法の変化や対象の広がりから、 結栄としてt心――

物学化したと見られる。 それは為政者が各地で産物に関する1廿報を把掘し外l註iiを図るた

めにも役立てられたが、 ー方で好学の大名から1庶民にまで広く園芸が流行したり、 珍し

い岩石・化石等のコレクションプームが椀ったりするといった趣味的な世界にも顕れ

た。 そして金石、 魚介、 植物などを1棟列し一般の観屁に供する「物旅会」（この種の1m

しは「薬品会」、「本了；［会」 とも称されたが、 以下総称で用いる時は「物発会」という）

が各地でIJfH化され人気をt成したこともその具1本的な例として挙げられる。

これまで窄者は、 立山をめぐる越中での近世本京学の受容を、 採菜使の米訪、「富山

湘菜品会」のIJflilirを通して明らかにしたいと考え事例をざ夕理してきたが、 これらはいず

れも他地域から越中に向かった人や物の流れからの視点であった。 これに対して、 最近

憎者は、 逆に越中から他地域へもたらされた産物や·1·1り報、 それに伴う人の流れを明らか

にすることで越中での近世本-;;,:学の受容がより具体的に見えてくるのではないかと考え

るようになった。

例えば、 その頃犀都・大坂等で度々IJrJかれた「物迩会」での出展品や出展者を品した

目録には越中光、 或いは立山逝としたものが散見される。 越中の殺物が、 当時そのよう

な楊所で出辰公[J:Jされていたことはこれまであまり，語られてこなかったことである。 し

かしこの点に着目すると、 それらの品物の特徴や出展者からは次の二点が証み取れるの

ではないかと考える。 ーつは、 京都・大坂などの文化的中心地にいた収狛家、 愛好家た

ちの間では、 辿国越中・ 立山とは、 近世後期の栂物的な本亨学の視点でどのような天殺

物、 趣味的な目で兄れば収梨に値する品が採れる場所として知られていたのかという、点

である。 これは同時に、 彼らがどんな物に好奇心を持ち、 映味の対象と慈識していたの

かということでもある。 もうーつはそれらの品物が越中に発するという·l'i'i'報は、 どんな

形で中央に住む彼らに伝えられていたのかという点である。

";>:L11リ，し［、グ:1111,J;叶�fa'[]
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そこで小溢では、 京都の山本頑：.1! 笠（以下、 泊：， 料益という）で ,mかれていた物迩会＇＇

の目録を中心に、 越中と京都方面でj;fJかれた「物迩会」への出股品や出梃者のつながり

を取り上げたいつ �我；り座は}瓦都の医学•本：＇「＇
．

．熟だが、i;り設した山本封山21は越中j\':j岡出

身、 またその孫山本渓山（以下山本深忍"'という）は•「f年時代に越中・ 立山を訪れ採

薬を行うなど、 特に越中との深い関係が考えられること。 また灰期間に亘り「物庄会」

の趣旨を異にせず、 糀蔽的にIJfli化されていたこと。 そして、 現在その1:1録の多くが、 ま

とまった形でli!.J笈可能 ＂ なことなどの理由があったからである。

そこで次漱以下、「物殺会」に出展された越中・ 立山での採染品の特徴やその出屎者

を挙げ、 そこから説み取れる栂物的な本了れ学を迎した越中と京都・ 大坂との物と人のつ

ながりを考える。 更に中央との人のつながりを承けた、 在地での栂物的な本]'れ学の受容

について論じたい。

京都・大坂で開かれた「物産会」の特徴

生薬や珍しい動植物、 金石などを棟列し一般に公IJfJする「物殺会」がいっ頃から始ま

ったのか、 柿物学史上は断定されていない:,1。 ただ、「本：·�·「．会J、「薬品会」などと称し

ていたことからも、 本］れ家が生菜の兵偽や、 逸し悪しを討議するために始めた謁説会や

学習会が発屎的に拡大したものが、 源流の一つであっただろうと思われる。 後年江戸で

は吝し＜穂行的、 好事的な会も開かれたが、 ほとんどの「物産会」で出展品、 出展者、

発地なとを品した目録を作成しているのは、 これが箪なる兄世物から始まったものでは

ないことの証左であろう。

その目録の存在から、 早い時期のl�flイ化が確認できるものでは、 江戸で平賀源内、 田村

岳岱水らが宝)ff 7年(1757)にIJHいたもの、 また京都では数田投疫が宝肝8年(1758)に

IJHいたもの、 大坂では戸田旭山が宝府10年(1760)にIJりいたものなどがある。 これらの

ことから凡そ宝肝年間がその最初期と考えられている。

その後三都では頻繁にIJりイ化され、 後年地方へも広がった。 また、 会の規校も初期に出

展数が数百点であったものか後には数干点、 あるいは一万点を越えるものも兄られた,:i

ようである。 このような規校の拡大は、 当時の人々の持つ知的好奇心の欲求に拠ると見

てよいであろう。

目録は会楊で配布されたり、 それをもとに出屈品に就いての討議が行われたりしたと

名えられる。 現在多くが写本で残されているのは、 目録それ自体が槌物と殺地にl対する

森科的な価イ直を持って利用されていたからではないかと考えられる。
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三都の中でも、 江戸と京都の「物旅会」では、 その意味付けにやや辿いが見られるが、

これは江戸と京都の本釘t学の伝統や学風の差によるものが大きいように思われる。 学I/JJ

として本J','「．学を伝授して継承しようとする京都の学風に対して、 江戸のそれは「物産会」

を手段として子1t々しさや規校の拡大による、 何でも有りの見世物を狙う気風を求めたと

見られるからである。 その近いを示す一例を「企画性」の有無と考える。 京都では度々

「本：,·;,: 綱目」ゃ r,;寺経j、「金似要Ill各j等の本j',',::内、 古典に記載されたが木に絞って屎示

品を経ったり、「詩歌に泳まれたj','(花」といった企画物逝会もl丼Jかれていた。 しかし江

戸の本］「＇：家の間ではそのよう形がほとんど見られないのは、 江戸ではそのような比牧的

地味な形式があまり好まれなかったからかも知れない。それらは、京都の学者](": の］以さ、

教介的な面、 加えて風流な遊び心があってこそ成立したものであろう。

以都では、 家熱での謡義を重視した長年の伝統によってすぐれた指埒者を輩出し、 各

地から入門する多数の受講者を迎して全国各地に広がる学統を形成した"。 それが「物

泥会」での出辰品にも反映していたと思われる。

2 京都・大坂で開かれた「物産会」目録所載の越中・立山採集品

浜：内産で1開かれていた約60年に亘る「物泥会」の内45回、 他に「京都医学院」 や大坂

の「玄昌堂物産会」、「栄山氏物産会」等70種の目録を収録した「浜：内至物産会目録四十

六な附録」 ヽ） を主に、 明和3年(1766)
―

)は都でIJ:Jかれた「束山也阿弥物産会」リ 1 、「文

久壬戌泊：；陀話物産会」 10) の目録を補完した72種から越中· 立山で発出と，氾されるもの、

及び雅定されるものを抽出し、 分類番号を付けてまとめたのが表1である。 ここではま

ず全体を概括し、 次項以下に主な出展品の特徴を詳述する。

表1を見ると、 産地はJji.に「越中」とするものを除けば、 砺波郡と射水郡（以下この

2郡を越中西部という）のものと、 立山山域とのものに大別でき、 それ以外からのもの

は極めて少ないことに気が付く。 また、「越中」の品叔に誤品の可能性があったり、 越

中であっても、 加賀との隣接地域では、 産地が混fI;Jされた表品や一部の地名に誤品の見

られるものがある。 在地の者が直接出屎したものであれば1月迩える可能性はないだろう

から、 そのような·m報は越中からI収接伝わったものではなく、 他地域の第三者の手を経

て出展物を入手し、 出屎していたものと考えられる。

中には同じ品物が何回か繰り返し出展された揚合も見られる。 その場合、 初回出辰の

結果評価をうけて二回目以降の出展を考える沢だから、 出展回数の多さには当時の愛好

家たちのII剤好や価値観が現れていると考えられる。
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2. 1 立山での採集品

立山は、 白山とともに小野戦孝らによる本:r;,:修行が社1価された ＂＇ ように、 梢生の敗か

な点に沿目された事実はある。 しかしそれが立JIJに対する当時の共辿する ，認品であった

かどうかはわからない。 立山のi心j山梢物に肛↓味を持った者は兄られるが、 具体的に染：,•;,: 

の宝),ドとするような特別な認識はなかったようである。

越中を訪れた橘IY.i淡はr束遊品Jの中で、 立山について「惣て立山は広大無斌の山な

れば、 深谷峻出人跡の及ばざる所多くて、 奇怪異品数多ありと也 m」と害いている例も

あるが、 当時は立山に限らず辿1丞l各地に深山幽谷の秘様があっただろうし、 同贅には具

休的に「奇怪異品」が詳述されている沢でもない。 これを以って立111を奇品の発地とし

て注目した品載と考えるのは難しい。

この時代までに作られた本］苫淋の品l戊から見ると、 立山は疏黄、災杵などの殺地とし

て既に知られていた 131 ことがわかる。 しかし、 今回裕げた「物発会」では、 硫黄は出股

されているだけで、 他に生薬と呼べるものは院咎を数えるだけである。 その他の品物を

兄る限りは、「物旅会」がより栂物的に、 そして珍奇品を狛めようとする方向へ進む時

代の流れに符合したものである。「物光会」に出辰品のうちで、 立Lilで採染された物は

梢物と鉱物が中心であった。

当時の立山をとりまく時代の中で、 紀行文や採薬品に，
1 ::かれた文字fi'j報、 鉦年の立山

イ］仰の布教活動、 また実際に立山へ登った参詣者からの伝llrlなどによって断片的に形成

されたi替在的な関心もあったと仮定すれば、 全出艇数と比べて多くはないが「立ILi」へ

の1処心の窺える品物もある。

そんな中で注目したいのは絶頂石、 コガ子石などという、栂物的な穂味というよりも、

むしろ個人的な登ILi品念だったと思われる品々が「物韮会」の楊で公1;りされていた··1�尖

である。 これらはいずれも石そのものの名称ではなく、「コガ子石」は神定迫の途中に

ある黄金坂付近で、「絶頂石」はその漆え・, i ::きから立山権現I前（雄iJJ山頂）で採梨した

石の慈と解釈できる。 硲末では、 立山に登る人々の純枠な信仰の心に旅を楽しむ慈識も

加わるが、 それが記念品を拾って持ち加るような形で具体的に表れていたのはおもしろ

1,, ゚

また、・ぶ瀦JIの花松解森斎がヽi:山の梢物を出展している点も注日される。 押し花だった

のか、 また採染した株を持ち帰り、京都付近で栽培し流辿させた生化だったのかイミ明だ

が、 既にj•::j I I湘物の頗が辿隔地で鑑‘此されていたことは肘↓味深い。 当時は長崎を辿して

舶米した外米種の観宜柏物も多く、 それら含めたl�ll芸プ ー ムがあった。 立山の梢物への
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関しもそのような時代背菜で考えられるものであろう。

安政2年(1855)の函：内室物産会には立山採梨の植物が大：：内に出展されている。 これ

は山本淡悠が品永4年(1851)に立山で採薬した際に持ち帰ったものと推定されるが、

それ以前の文化13年0816)、 天保7年(1836)にも立山採狛の植物が展示されていた。

但し、 入手経路の洋細は・,i::かれていない。 山本深愚の立山採薬は本京学と立山を結びつ

ける重要な出来•Ji-だが、 それ以前から既に浜・占室の蔵品には立山の産物があったのは、

立山に1周心が持たれていた証左であり、 後年の淡悠による立山採菜の動機にも影秤した

とも見られるだろう。 山本渓愚が描いた「動植物写生図諮j中の「花ぅ·'f三」 1 -11には「立

山採菜Jと題した25点の写生画が残る。 しかし、 その中で物殺会に出展しているのは

「立山フグリ」、「三葉賀辿」、「立山攻塊」、「御1]1jタチバナ」の4種のみである。 また

r入越日品」には、 立山で得たとする序木など58種の名称が品載されている 1 :;1が、 その

中で実際に出展されたものは「硫黄」 のみで、 記叔された梢物の出展はない。 この、 採

薬の成呆に比べて物涯会での出展数が少ない点は疑問である。

目録記載の名称が何に同定されるのか不明な品物もあるが、 以下に目録記載の立山産

品から特徴的なものを挙げ解説を加える。［ ］は表1の分類番号。

越州山姥ノタガネ ［明3東ー1 ] 

「雲根志 JGI 後編谷之三』には、

山姥漿 明和三年戌四月、 京都東山産物会に山姥の漿というものを出す。 越

中の産なりと。 かたち鰹節のごとく、 長さ六寸、 後先尖りて中太し。 色沌白

く、 少し節立つ筋あり。

という品述があるが、 其イ本的に何に同定できるのか不詳である。

京都束山物粒会の目録には出展者の記叔はないが、「雲根志』の品述からは作者の木

内石；：戸自身の出展だったとも解釈できる。

山姥握飯 ［政11- 1 ]、 山姥ノ握飯［天6 - 5] 

『‘よ根志三甜巻之六』には、

越中立山はその奥深くして登山する人まれなり。 近年地狐めぐりということ

をはじめて登山する人あり。 地獄ダニというにいたりては種々の怪異なるこ

とあるよし。 ある人ここに至りて大石のさけやぶれたるを見たり。 その石の

中にこの物あり。 案内せし男に尋ぬるに、 まれに川へ流れ出ることもあり。

里俗山姥の握り飯という。

とある。品載内容から、 玉滴石を指すものと考えられる。 他の本京：苫にも立山産の玉

滴石の類と思われる記述は見られ、 当時から珍石として比救的知られていたことがわか
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る。

上品二点にある「山姥～」の名称の由米は不洋だが、 おそらくは能の「山姥」で越後

と越中の国様災川付近で迫に迷い、 本物の山姥に出会うという，没定からの地理的辿想に

I渕辿するのではないかと思われる。

雷斧［安3まー1 ] 

/fj製石斧を指す。i砂郊甚、 キツネノマサカリなどの名称で各地の「物造会」に頻槃に

出屎された。 当時は使用目的が不明の考古出土品を神代石と称していたが、 収染家は各

地で出土する様々な形の宙斧を分類しコレクションしていた。 ここに挙げられた物の形

は不明だが、 全国各地から殺出したものを多数ー 同に並べている中の一 つである。 その

ような収集には、 自ら各地へ採染に行く以外に各地のI司好者とのネットワ ー クが必要で

あり、 この困斧も、 出展者と越中に住む同好者とのネットワ ー クを迎して収狛されたと

考えられる。

三葉黄連［安2栞ー1 ] 

山本渓愚,·"i'l: 「!fi)J梢物写生図諮」「花t'1:三 立山採薬」に写生図がある。 加質、 越中は

黄辿の産地として知られ、 本双湘の越中 I¼!係の品』戦ではよ＜紹介されており、 写生絵図

も多い。

矮生攻塊［安2まー2]、「立山小葉攻塊花開者」［文2まー1 ] 

山本渓愚喰「J妍j[物写生区I;;記「花)'f三 立山採薬」に「立山攻塊」の写生絵図があ

る。

立山フグリ［安2距ー4]

山本渓愚箪げJ梢物写生区l諮j「花う午三 立山採菜」に「立山フグリ」の写生絵�,が

ある。

御前タチパナ［天7まー2]

山本渓恐喰 r動梢物写生I文I;;日「花ぅ'f三 立山採菜」には「御-,�,iタチパナ」の写生絵

図があるが、 山本深忍の立山採菜以"rlriの出展なので、 浜芯室がこれをどのような経綽で

入手したのかは不詳である。

石硫否［政3柔一2]、 立山産硫黄［天3 a-1]、 石硫黄［天6まー3]
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「雲根志前沸造之二jには、

石硫焚、 諸国に絃す。 日本の殺最も佳なり。 予滸方より取り集めみるに、 そ

の色ことごとく辿えり。 掘州多田また平野、 fぷ農国浅間また米子村、 伊豆大

船、 相校国箱根、 奥州会津、 越中立山、 越後明光山、 加州白山、 土佐国湯の

山臥、 肥祈JI嶋原、 肥後阿位届山、 日向国霧嶋、 伊予迫後温呆等の産至品なり
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（中略）肥後国阿蘇山、 信涙国浅間紅＇'、 奥、）、1、|南部地狐谷、 越中立山の地駄、

つねに火もえ上がる。

とある。

また、 立山の地狐谷については、 文政5年(1822)に立山を訪れた畔田翠山が「立山

:,·;,: 木志」 i;) で次のように，
1 :: き残した部分がある。

硫災

地狐谷ノ地ハ泥土皆硫黄也 透明ニシテ淡黄色 透明紺色ノ者アリ

奇効良方二舶上硫黄用透明不火沙石者

又透明ニシテ微赤ヲ菊ル者アリ 本了；'.(ノ石硫赤ニシテウノメ也

又透明淡黄ニシテwヲ幣ル者アリ 本}','(ノ石硫'1'i"ノ上品ナル者也 焦然地駄

ノロ穴径リ尺余火焔発升ス 其ロノ辺性タル粟ノ如キ硫貨訟jク栢レリ

硫黄自体は、 実用品だが、 その質や色、 形状にかなり細かな観察と分類を行い収染さ

れていたことがわかる。

2.2 越中西部での採集品

城端付近の班砥類や、 笠石、 木葉石などは出展頻度や出屎者の階�'1の広さから見ても

愛好家のi:りではよく知られ、 収梨の対象にされていたと見られる。

結果として越中西部からの出展品が多いのは、 新川郡や婦負郡（以下この2郡を越中

東部という）などに比べて、 対象となる品物の産出が絶対的に多いというよりも、 頑都

に入った韮地の梢報．屎が多かったために相対的に出辰数が多くなったのではないかと考

える。 その·IW報斌の多さは、 匝接的にばh'f報に介在する者の多さであり、 rm接的には文

字に品された1廿報の多さによるものではないかと考える。

硝石［政3詰ー6] [政10まー2]、 塩硝［天6珀ー10]

五箇山は良質の焔硝の迩地として商品価値の祐jさから名訃jが広まつていた。 黒色火薬

のI屈料として府災な産物である。 特に、 硲末の度煎なる外国船米航から海防の問題が浮

かび上がつてくると、 爆薬の原料となる硝石にI対する問い合わせが浜：淋室に殺到したと

いう心度々出展されているのは、 そのような時代秤批が関係していたのかも知れない。

理瑶［天6柔ー7]、 甥瑶髄［政3まー5] [政10類ー4 ] [天6蒙ー9]、 金甥瑶

［政3まー7] [天6話ー9]、 キンメノウ［政10柔ー3]、 吉玉髄［天9詰ー3]

砺波地方の孔,;猿は、 当初元緑の頃には火打石として生産され、 のち珍石として裟‘此さ

れたり、 緒メ石などに使われたりして広まった。 加質甜の班猿採掘に対する取締り政策

は厳爪で、 盗掘や租査を焚じ I
�) ており、 ここに挙げられた数種類の瑚猿は、 出展者が直
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接採染したとは考えにくい。 地元の収染家を通じて購入したか、 譲り受けたものであろ

つ。

r出根志後紺巻之ー」には

馬脳または瑚硝に作る。 和産を最上とす。 諸州より出でて品類多し。

（中略）尾張国勝川にあり、 また美謀国j'j硲山、 伍涙匡l荒危山、 陸奥国長者が

宮、 越中の川上城端、 大井川にあり。

とある。

また、「越の下：,·;,:」二には、

砺姻山 吉江郷大西村山中にあり

大井川の水源なり、 此川へ流れ出るを上品とす。 然れども川上にては此川の

みにあらず。 山川とも所々にま、出るものあり、 何れも大井川班巌といふ。

水源の山折々試に掘せられけるに、 よき瑚巌出る事稀なり。 尤も焚令ありて、

みだりに掘る事を許し給はす。 近年石癖の人、 自他の国々に多くて、 価甚だ

貨し。

紺赤又公りて白きは、 土瑚瑶と喝へて下品なり。

とある。

白石英 赤石英 大小瑚碩 石釜 陽石 石砿 漣石 白赤土班硝

赤石大小 手まくら石 其他奇石品々あり。

城端、 大井川付近で採れる現猿は、 実用品としても用いられていた一方で、 収染家の

間でも珍巫されていたことがわかる。

木葉石［天4柔一5]

木葉石は、 泌出する炭酸泉が山中を流れる間に落ち葉に炭酸カルシウムを沈殿付ォ咋さ

せてできた石灰華である。

に：根志三甜咎之三jには、

木葉石は絃所品類ともに多し。 加州麦水のいう、 越中の国五ケ山というは加

州より流罪の者の行く所にて、 ＇常に通路は絶えたり。 f駕徒の渡りという難所

を越えてこの地に至ることなり。 ここの木葉石多し。 もっとも上品なりと。

また加州城端の兵向うなる赤渋山:!01 にも木葉石あり。 至品なり。

とある。
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かたまり、 石に変す。 楓 ・ 柏の葉様々彫付たるか如く、 切りても内に幾煎も

又葉の形あり。 石色は災赤にして、 堅石なり。好:J:i:家此石をとりて、 松竹或

は奇花珍j';,:を梢て水盤にii梵奇愛翫とす。

とある。

カサイシ［天6誤ー 8 J [天10類ー 4]、 海燕化石［天7玄ー 1 J [天8柔一2 J 

海燕はヒトデの一種タコノマクラを指す。 ちょうど笠のような形である。 この時代、

貝化石も好んで収狛されていたが、 特に生薬として用いられたものではなく、 土の中か

ら貝やヒトデが出てくることにも典味をそそられたのであろう。

『越の下:!_,'(」には図も付けた非常に洋細な記述がある。 恐らく作者の宮村正迎自材も収

染家であったと雅定される。

太さ二寸計笠の如し。 田川村人家の後山庄にあり。 何岱ともなく限なく栢上

けしもの、如＜、 穿ては五十枚も七十枚も一時に出つ。 此中処々常の貝殻交

りてあり。 色は黄色にて潔白ならず。 大和本卒拾辿に、 日本の中石見国と両

国のみに韮すといへり。 しかれとも能浦にも「[:]々あり。 山中に会から又は貝

の中に砂ありて蛤などの全体なるもの有。 其論多しといへとも、 石中又は山

中に自然に産する理ありや。 唯田川村に産する物は、 一枚々々一寸許間あり

て利'(立てしもの、如し。取れは幾千万とも其数を知るへからす。奇といふべし。

とある。

海燕化石［天7玄 ー 1 J [天8頑 一 2 Jを所蔵していた兼i笈堂の貝コレクションと推

定される資料が大阪市立自然史栂物館に現存する。 その中にはタコノマクラ科のヒトデ

が3点含まれており、 内1点には「燕」と：；いかれている。 しかし、 産地についての記載

はない 。

牡蠣石［天13玄ー 1 J、 越中高岡シ>ミ介［天4珀ー 1 J、 石介［天6誤一6 J、 石

蛙［天4詰ー 3 J、 石蛤［天4誤ー 4]

これらは二枚貝類の化石を指す。「物産会」の目録で、 貝化石を産地別に一 笈にした

ものをよく目にする。 貝化石自体は各地で産するもので、 これは特に越中産を注視して

いるものではないが、 各地から産したものを多数収集231 して、 大きさ、 色、 形などで品

位を決めて鑑宜する。 このような収染の仕方は、 各地の収集家同士でネットワークの広

がることで価値が記'iまるものであろう。

瓢箪石［安2試ー7]

「諏箪石」の名称の初出は、 文政5年0822)の「射水郡発物稲名など相調理：内上申1iii』

と考えられる。
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ー、 瓢箪石 上ノ庄組深原村／同飯久保村

但、 右村領内土堀等仕候節逍垣二ひやうたん形之石出申候�II

しかし一方で、 滋水6年(1853)に‘硲山城下で1枇された富山甜薬品会の目録では「越

中氷見逝棚子石」の名称で記』載されている。 本:,·;,::,iy.には生姜状の鍾孔石や、 球状流紋岩

の流紋がつながつているのを瓢箪石と呼んでいる例はあるが、 その時代に氷見飯久保沌

のこの石に対して氣箪石の名称が広く知られていたかどうかはよくわからない。 氷見飯

久保の瓢箪石に関する品述は、 同時代の本卒肉や目録には行見しない。

3 越中で採集された出展品に関する情報の伝播

本-;-;,:内に品「成されたり実際に品物が展示されたりするのは、 当然それ以1Jrjにその梢報

を京都に伝える者がいたからだが、「物殺会」の出展物から見る限りは越中西部や立山

の物産に関する·ti'濱船：は、 越中のその他の地域に比べて多かったと考えられる。

具体的には、 京都 ・ 大坂へ修学に行った越中の医者、 特に泊：, 1 � 至へ入「＇］した者たちゃ

中央の本;;,:家との師弟関係を持つ在地の収染家や文人たちなどの存在が、 それに関わる

者として挙げられるだろう。 またその梢報の元には、 随喰などに現れた越中に関する栂

物的な品述があったと思われる。

佑報の流れは物森や人の交流によって無数に存在するのでn·�接出展物と対照させて特

定することはできない。 だが各地の珍品奇品への好事家や収り滋家の熱意や、 俳諧などの

文芸活動が全国的なネットワ ー クを形成して活動の蒋囲を広げていた時代背必四の中で

考えると、 梢報に介在した者がいた地域的な密度や、 地域的な関心のj•,':jさが出辰物の殺

地の分布に反映していると思われる。

3. 1 出展者

出展者は、 何らかの躾味で出展物を1井Hit時に所有していた者であり、 彼らを介してあ

る程度佑報は遡れるが、 そこに到るまでに何人の手を経ていたのか、 中間にいた所有者

を知ることはできない。 ただ、 途中にどのような経綽があっても、 その品の採染地越中

と出辰地―京都をつなぐ線と、 それを出展に価するとした認盈が存在していたことは1叩j辿

1, ヽなし' o

出展者の階A'1は医者を中心に俯侶、 町人、 此民であったが、 不詳としたの中には武士

らしき名前も見え、 階粕を越えた世界でl¼l心と好奇心が持たれていたことがわかる。 医

者附が多いのは、 日頃から本京の世界と身近にあって、 このような方面への肛↓味を持つ
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椴会が多かったからであろう。 また俯侶が多いのは、 浜心室を/Jfl設した山本封山が西本

頗寺の文如上人の侍説となって仙学を謡じていたこと、 待医が多く頑：心室に入門してい

たこととの1月辿が考えられる。

出展者の中に越中出身は性かに1名、 能登・加質の者と見られるのは2名、 その他の

多くは京都在住者で、 越中のに関辿ある者のみが出辰していた沢ではなく、 収染家同士

の交換や譲渡などの手段で広い範囲から入手した楊合がほとんどである。

また、；;11·. r :: 至所蔵品の出展の多さが目立っている。 浜肉室自体の植物や鉱物、 化石な

どのコレクションは膨大であり、 越中l対辿の絃物に限らず全体の中で出展数が多いのだ

が、 特に立山1剥辿の梢物、 鉱物がまとまつているのは、 山本家の人々と越中との関係の

深さに1匁係があろう。

併せて浜・，唸芦「1人からの出展も多い。 これには様々な理由があろうが、 会の1片jflJ'.:自体

が修学の一変であったろうし、 鋸年1;廿催する中で塾内で出展を促す雰囲気もまた,�:iまつ

ていったことが考えられる。

品'r-室と関係の深い小野ihli山の/ llj人からの出展もある。 特に初期は1趾山l"J人の出展が

主祁的な役割を呆たした叫中でも越中・能登・加質との梢報の接点では能登の本:,•;;:家

村松椋左衛門の存在が大きかったのではないかと考える。

この頃は、 珍品を散発的に染めるだけではなく、 各地から同種の化石や鉱物などを多

数狛め、 その微妙な種の辿いを愛でていた向きがある。 そのため、 広範囲から収集した

いという欲求から各地との人的なネットワ ークが求められたと思われ、 師弟関係や、 寺

院の組織1刈係はその際には利用し易い有効な手段であった。 例えば、「豆斑石」（政9

浜 一 2)を含む石をまとめて出展した田中笈輔 、 井出市二郎、 小林畔二郎 、 安代啓輔

らは面：』料室j1LJ人だが、 ともに本頻寺とのI関係が深いことから、 収染にはその勢力を1'f屈

として利用したとも考えられるとする指摘もある:!7)
0 

以下に、 浜・；'r-至の1-¼l係者や越中 ・ 加質 ・ 能登の関係者などから坊元がわかる出展者に

ついて挙げる。

［澁'l'空の/llj人）（越中・加賀・能登の出身者を除く）

菱田主税は京都在住の鍼医。

岩永文禎は［笈者。 文政11年(1828)に入門。 京都に生まれ、 のち大坂迫修町で医者を

Ufl業した。 師年大坂で玄昌党物殺会を主1化し、 大坂の本：,·;r. 界の中心となる。

三角律之助は医者。 茄水3年(1856)入/lLJ。 典医三角家の支流三角有孝の子。

［品 ＇ 沼£)

浜：；料室が所蔵するコレクションからの出展でま否室社中としたものは、 外音ISの物殺会
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への出展に際して磁：内室所蔵の品を指したものか、 或いは門人たちの物を合わせたとい

うことか。 山本永吉は山本封山の子で、 汝：；'T-室物殺会の初代会主山本亡羊のこと。

【寺院1処係］

興正寺御殿御蔵品は、 躾正寺の上/1'1部に収梨を趣味とする者がおり、 寺の収蔵品とな

っていた物から出展したのであろう。 函：拌室と躾正寺との関係は深かったようで、 山本

淡磁は邸正寺から依頼されて杉戸、 戸袋に飛燕の図、 曲のr,g1を描いている。

党王院も寺院I趾係と思われるが；我内室との関係は未洋。

【町人］

兼衷堂（木村渓斎）は沖島恒之進に本．窄を学ぴ、 49歳で小野1甜山に入門。 大坂の町人

学者、 好::J[家としてよく知られる。 但し、 澁股益自身は享和2年(1802)に没している

ので、 一述の物逝会出展は辿族か門人など関係者による出展と考えられる。:lf打笈堂の没

後、 その必子坪井｝至吉右衛門と奉行所との間で辿品の蔵：.'r-と蔵品の処ji•','.についての交渉

があり、 硲府が求めたものは上納手続きをとって江戸へ迎ばれた。 その中には多数の：.'r

窮に混じって「物韮」としたものが121品見られる::SI。 ー辿の「物産会」での展示品は

それを除いたものであろう。

花戸解否斎は京都市中の花屋。 幼年時に小野曲山に従って採薬を行った。 山本棺室の

日釆には浜：;i:: 室と：，序信のやりとりや訪問、 了；［木の購入の品録2\11があり、 浜：苫至物泥会ヘ

の出展回数も多い。

江州山田石亭蔵品は木内石；やが文化5年(1808)に没しているので、 その旧蔵品か

らl"l人が出展したものと考えられる。

（越中・加賀の1刈係者】

長崎怒禎（越中）訟j岡の1湖方医必的浩斎のこと。 文化14年(1817)大槻玄沢に入門。 天

保5年0834)小元瑞に入門。 神；此曲の再肛↓に力を入れた。 その栂物的な胚味について

は後述する。

岡餡玄俊（加賀） 医者。；即沼到＂］人。 天保3年(1832)入門。 氷見の町医西井良朔

の子で、 のち加賀湘医岡島顕亭の投子となる。

奥道逸（加質）加買浙のI医者。 小野11/d山のp�人で、 筵政9年(1797)9月10日には1甜

山らと白川山から比淑山で採薬を行った。

奥常陸大操（加質）医者。 奥迫逸の子、 奥近貞。

村松楼左衛門（能登）能登羽咋郡の栄股。 認政の頃、 小野l如山に入門。 後に帰郷し加

質甜潅物方に仕えた。「1副山先生村松椋左衛門氏に与ふる古屈十三迎の写し」301には、

能登に住む村松とその師l湖山とのやり取りがわかる13迎の：｝濯iが掲叔されているが、 そ

?
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こには子弟関係を迎した地方と中央の梢報と物産の交流の一端を表れている。

其六

（前略）海兎等の儀御承知被下恭候。 此度銀二十・大チクサニ品・御必被下

恭候。 ヲヒキ貝も留岡申候添候。 外に能州方言壱冊被造恭候。 此比大箱之中、

菜品・介類・卿木・押葉等被造ー 屁之上加朱申候 ． 薬品之内宜候品は加朱申

候1/:J、 左様に御心符可被也候。（後略）

其十

（前略）且又富木補小介弐箱御恵被下恭槌収入候。（中略）又ミナシ介之義

致承知候、 乍併此節は呼常の品類も特々余／妥無之候故、 進呈申難候（後略）

在地で採北した金石、 貝などを中央の師に送り、 朱：.1 1=きをして返送すること。 また椋

本のやり取りも行われていたことがわかる。 恐らく中央の師と在地の弟子の1対係とはこ

のような形が基本だったのではないだろうか。 中でも其六文中に「能州方口をill}」とあ

るのは、 のちに「本虹綱目啓栄lに叔せられた膨大な方言査料の収尖過程を窺わせる内

容である。

3.2 越中西部で産する物に関する情報

3. 2. l 越中西部に住む医者たちの博物的な本草学への関心

「物産会」と越中を結ぷ中で、 もうーつの重要な点は、j•,':jfi月に住む医者たちが越中で

の怖物的な本］界学の展開にも大きな関与をしていたことである。 越中束部、 腐山城下の

医者たちに比べて、 彼らの多くが京都・大坂の医学熱への修学に行っていた311 ことによ

り京都方面の物殺会に関する1廿報が入りやすく、 同時に越中西部の·h'」'報を京都へ仲介で

きる立楊にあったと考えられる。 そして彼らの中には、；点：.i:: 室へ入IJLJし、 その際に物産

会を身近に見てI¼!心を持ち、 熱で医学や本．窄学を学ぷー方で穂物的な本)",'i.学にも目を向

ける者がいたことがわかる。 特にまた、 彼らの多くがぶ都・大坂の医学熱へ入門し、 そ

こで形成された師弟関係のネットワ ークを迎した1廿報の流れには無視できない部分があ

る。

彼らを通して）註都に伝えられた越中の栂物学梢報は、「物韮会」での個々の出辰物か

ら具体的に見えてはこない。 しかし彼らを迎して越中にもたらされた「物殺会」の概念

は、 一般に広く公I)か］するものでなかったとはいえ「神は溝」の中で物産辰示を行ってい

た事実に表れている。

志岡の医者たちの神農謡

「神農 ，;11\:」は益岡の医者たちの学習会であり、 また詩文を楽しむ殺睦の会でもあった。
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その始まりは正徳年間とも言われるが、その後中断と再輿を採り返し、文久の頃には完

全に途絶えた3�1。 天保11年(1840)の冬にi半島北淡、長崎浩斎らが中心になって中断し

ていた，;I隊を再輿した後、天保から弘化にかけての「神／此講」の品録「方意便菜」331には、

「殺物展示」と称する1化しが数回持たれ、少数ではあるが柚物的な品物が供邸されたこ

とが記されている。 これは、本］界の学習会から隙列品を公IJiJする「物殺会」へ発展して

いったのと同じ過程を踏んでいるように見えるが、 結局、栂物的な内容はあまり受け入

れられなかったようで大きな発展を見せていない。

f方慈便菜」には、再躾を成して講にかける思いを品した灰崎浩斎とflt島玄碩の識泌

が叔せられている。 浩斎の識品には、

('Jjij略）肝要の医活を捌き、只花島風座の雑淡のみに辿し成れるをii':島東亭

いた＜吹き、せめて発物一品づつ携出、}lj�上にて質ri::1せば、見l!H広むる乃益

あらむ。 都会にても物迩会とて折々ある-']�なればと云う。 皆これに従ひ持出

たりしが、次第に数へり此頃大きに衰えたり。（後略）［下線は喰者］

とあり、また玄碩の識品には

（前略）名殺物一二品ヲ携出テ衆笈七シメバ薬状・効能・兵既等二粘シク逹

シ、其ノ益多カラントi和）シニ、五七会ニシテ段々衰へ、遂ニハ持チ出ル人

稀ナリ。 ココニ於イテ長崎浩斎1ftヲ発シ、渚咲二医事ヲ勧買スルノー勾：苫ア

リ。（後略）

とある。

沿斎は議，り寃物裟会にも出展しており、悩岡と京都の本:,·;�学をつなぐ立楊にあったと

見られるが、，；糾吾からは、都で1開かれた物産会を強く慈磁したことがわかる。 彼はt息物

的な本:,·;,:学に邸味を持ち、 自らも多くのコレクションを所蔵していた。

それを示す例として、加質湘の位，；者金子盤約が立山袢定登山の際に記した紀行文「立

山遊品」には、;•;Ji lii;Jで長崎浩斎を；；；jねた品述があり、浩斎の柚物趣味の一端や、それに

同；,.� する神J此講会員の医者名·,jりが学げられている。
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長崎浩斎ヲ，訪フ也。 話して時を移す。 昼飯。 午後芯子尖まり会す。 金子恕謙、

沖島、上子�IJ 、半村、元荻等米たル。（中略）また石森刀卜云う物ヲ持参す。

此れ八十年1i1i二上山ノ頂ヨリ掘出す卜云う。 石質巣色ナリ。 甚だ奇品ナリ35)。

浩斎琉球涯ノ文具類ヲ蔵ス。其の形甚だ奇ナル物有リ。 又古銭ヲ多ク蔵ス。

内二奇品モ在リ。 又石牙ヲ蔵ス。（中略）其の他物殺柾々布り。

神農講を迎した越中西部の医者たちの栂物的な本刃「．学への1処心は、越中での学芸活勁
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の展1;月を，沿る上で躾味深い。

神農講での物産展示

神は溝の1紺で展示されていた品物は、 品録されている4回でわずか10点ほどだが、 一つ

一つの品物を見てゆくと、 薬:,·;qと定に終始せず他物的な展示だったことがわかる。

以下［方意便菜」にある品載を挙げる。

(1)この回には、 行われた日付の記叔がないが、 弘化2年2月14日の会の次で和田彦齢

「子釧の鍼及び内服菜治療のこと」の検討会品録に（附）として4品が拳げられて

いる。

(l;fす）

• 海牛 ス、 メウヲ:;,;,
：マで1

• 海．［烏 タッノヲロシコ”

・芹 蛮迩

・校木 ア七ポ 又馬酪木卜云フ。 牛馬此ノ葉ヲ食ヘパ酔フ、

故二名付ク。 菜ノ菜二黒キ虫ノタチタル此ノ菜ノ］泡

汁ヲ泄ゲハ死スト云フ。 微森アリ

(2)産物展示／三月十七日（弘化2年ー�'Jt者）

・焼米石 於嵐山紺頂、 祐j西又六城跡所拾。

・弘化二年乙巳正月十九日、 於紫哀殿前拾一栴実。 其状似

胡頷子＂） 不同者

・凶1t1証殻131

上原迂斎か

沖島玄碩

服部修徳,t<l

彦齢切

記j直条元棗w

長的！必柏

(3)この回には日付はないが、弘化2年4月26日の会の次に松田三知の「てんかん症例」

検討会の品録に（附）として4 品が挙げられている。

・当字籾., 長崎艇禎

．棟 和名アフチ俗名七ンダント云フ 去年富山二生へ候ハ

此ノ木ナルヘシ 国分三納

．我カラ1:,1 松田三知161

・大実五葉ノ実生

(-!) (附）殺物展示 乙巳九月十一日の「脳漏 -�::,.v:aの治税のこと」の会に2品が挙げら
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れている。

・ フラ ー ットバットス.17)

・談蛉l�l山本迫斎50)有無腸公子伝

彦逸｀）

艇禎

「海罵」、「馬酔木」 などは生菜となったが「焼米石」、「我カラ」、「五菜松」（おそら

＜盆栽か）、 フラ ー ットパットスなどは栂物的な展示である。 証隊の中にはこのような品

を愛でたり、 討議したりする雰囲気があったことは巫要である。 これによって、 規校や

格式に辿いがあっても、 京都の「物産会」 と越中j•,":j岡の神I此溝とは人的なつながりを持

っていたと言える。

3.2.2 在郷の文人の介在

越中西祁の物産栢報と京都の仲介には、j•,;潤、 城端などに住む栂物愛好者や、 文人も

役割を果たしていたと考えられる。

当時北陸の一 大文化都市であった金沢の文人と中央とのつながりは数多く見られる

が、 上浴の折や内節の往来を迎して様々な在地の梢報が京都へ伝えられていた。 井波や

城端、 福光など町人の文芸活動が盛んだった越中西部も金沢の文化囮内であったと見る

と、 金沢の文人との交流の中で祐'i岡や砺波の文人たちが見湖きした·l'i'i;報もまた彼らを介

して京都へ伝えられたと考えられる。 また、 本．窄学や俳句をII存んで教投とした医者、 1N

侶なども京都などとネットワ ー クを持ち、 越中にl対する栂物佑報を中央に住む同好の士

や師へ伝えたと推定される。 栂物愛好家の収染欲とネットワ ー クの広がりは比例してい

たのではないだろうか。 本j','i::;1�に現れた越中の栂物佑報には、 地元の伝承や、 在地の者

でなければわからないような内容がある。 それらが越中を訪れたことのない中央の人物

の労した本に見られるのは、 各地とのネットワ ー クによる梢報の入手なしには考えられ

ないことである。

ところで、 俳句や和歌などの文芸活動と栂物的な本：＇
＇

れの世界は、 一見媒質なようにも

見えるが、 江戸時代の学芸活動の中で見れば、 共に、 人を取り巻く自然へ目を向け観察

する姿勢に共辿するものがあり、 両方を教必とする者も少なくない。 例えば、 文芸に現

れた花x.. � 風月に代表される自然に対する鋭い観察と、 それに関する栂物誌は創作の基本

教1癸と考えることができる。 この点は中国の本r;「．学も同様で、 古典文学に品された植物

を研究するための教投とされた。

師弟関係をもとにした交流の例は、 前漱で述べた村松椋左衛l"JとI剥山の楊合と同様な

のだが、 ここでは、 趣味の世界でつながった堀麦水と木内石；店の例と、 間接的に1処係が

推定される「越の下汀:jの作者'[!:;永正述の例を挙げる。
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木内石亭と堀麦水

木内石；岱の芳で全国各地の石類を紹介するr雲根志jに氾された越中に関する品述は

全紺で15箇所兄られるが、その多くは金沢の俳人堀女水；；＂ が石亭に伝えた内容である。

石卒と堀—及水は弄石の趣味を迎してつながりを持ち、：沖筒だけではなく匝接こ友水が石；ゃ

を訪ねるなど:;:?I 交流があった。越中発の珍石類にI�する梢報の中には、女水を迎じて石

亭へもたらされ、さらに「雲根志」の刊行によって広く知られるようになっていったも

のがあると考えられる。例えば五箇山、砺波や立山に関する品述が好事家の収染欲を刺

激したことは想像に難くない。

具体的な品述は次の点である。女水の手を経ての品叔ということで細部にやや不明l瞑

な点も兄られる。（表 1 の「物泣会」出展物を除く）

天柱石:,:;,
,.-., 

越中国烈節の渡りを越えて五架山という所あり。もっとも難所にして常に往

米する所にあらず。加州より流罪の者を送りたまう所なりと。ここに天柱石

という大石あり。加州金沢堀女水の物諮なり （三編怨之六）

材木化石

加州友水のいう、越中立山へ芦吝ょりのぼる麗、i立初の坂口土中残らず数千

の材木にしてことごとく石と化せりと。（三紺券之三）

これは浴岩が材木状に固まったもので、材木石と呼ばれるもの。木材の化石（珪化木）

ではない。立山神定追には材木石が散在する材木坂がある。

万物化石

また加）+I金沢；必水のいう、越中城端の兵向いなる赤誤·山という所に万物石に

化する地ありと。（三紺·忍之三）

万物化石というと、すべてが石になってしまう超自然的な辿想をしてしまうが、これ

は石灰分を多く含む水が、中に入った物に付滸して石になることで、木葉石の生成と同

じことを述べている内容である。

『越の下草jの作者宮永正蓮

「越の下了；O:Jに内かれている内容に砺波地方の栂物的な内容が極めて多く、部分的に

は大変詳細なものがある。

「越の下:,';,:Jは天明6年(1786)に完成、のち何回か加喰された随喰染である。作者の

宮永正迎は享保17年(1732)越中国砺波郡下川崎村に生まれる。後年砺波．射水両群の

俗岡横目役、山廻り役を命じられ、越中三郡の産物裁許役も兼ね、加質活から朝鮮人参

の栽培を命じられたり、甘:,'れ、賀辿などの栽培晋及に当たった!,II。また、教投ある文人

r
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でもあり、 和歌を婦負郡宮尾村の内山逸糸に学び、i哭品を富山の佐伯良平に、 辿歌を木

村平兵衛、 俳諮を伊勢の殺暁1/i:t:�蝶に学んだという。 更に本-;_;,:学は城端にいた匝悔元周

ぉ＇に、 茶迫は金沢の藤沢宗貞、 神は輻野恩光寺の瑞巌和尚に学んでいる:.61。

この中では、 城端に生まれ｝註都で活趾し、 初期の「物産会」に深い関係を持つ沖島如

閾戸田旭山らと親交が深かった直悔元周との師弟関係が注目される。 元周の交流を通

した、 正迎と京都本：1','(界と接触があった可能性が想像できる。

同性には本邪の視点から見ても輿味深い記述が多いが、 特に田川村の笠石には柊1まで

付して、 他に見られない詳細な説明を載せている。 地元であっても、 相当にこの方面に

秒↓味を持っていた者でなければ、 このように洋細な品述は不可能であっただろう。 朗猿

山や、 笠石、 木菜石など栂物的本邪学の視点でも輿味深い氾述がまとまつているのは他

には見られない。 その意味でも本：代の内容が何らかの形で中央に伝わった越中西部の柚

物梢報の梢報源となった可能性が考えられる。

越中の梢報か金沢の文人たちを通して中央に伝えられるという形は、 文化的な影評を

富山城下より色誤く受けた加賀湘領越中西部に現れていたと考えられる。 そしてt•»:物的

な本京学について言えば、 その担い手の迩いは越中東部での展閲の辿いに表れている。

越中西部ではその主体が町人、 特に町医者だったことで、 比較的に梢報が広がりやすか

ったと考えられる。 それに対して越中東部ではそのような具体的な]1'.例は兄られず、 富

山城下での本j唸学と言えば、 前田利保が本］
＇

れに奥味を持つぶ炸士たちと趣味的な本］
＇

，［サロ

ンを形成する形で展開したことがクロ ー ズアップされる。 主唱者が翡い所におり対象が

家臣たちであったことで、 梢報の広がりは自ずと制限され、 その活動が町人は言うに及

ばず、 湘士に広がつて受け入れられたとは思われない。 利保の亡き後はそれが継承され

ることなく消滅してしまったことからもそれはわかる。 その理由は様々あるだろうが、

一つには富山浙の光菜産業との関係が大きいと思われる。 本京学と生菜、 元薬は近い1月

係にあり、 元薬業の隆盛は本．ホ学への胚味を持つ者の広がりを生むのではないかとも考

えられるが、 実際は元薬と結び付く生薬学としての本京学と、 他物的なそれの広がりと

は辿動しないものであった。 このことにより、 却って柚物的な本翔学とは富山城下では

根付かないものであったように思われる。

おわりに

―}汎都と越中との逝物や梢報に関するボ例では、 特に当時加質溜領の越中j•,":j岡に住む医

者たちを辿した京都の本J','(学とのつながり、 栂物的な本J'?学へのl¼I心のj,::jさは穂味深い
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ものである。

浜：註室物朕会を中心に、 京都・大坂で1月かれた「物沌会」で立山や越中西部の採狛品

が多く見られるのは、 その梢報を伝える多数のネットワ ー クが存在したからである。 そ

の担い手となったのが越中西部に住む医者や文人、 特に師弟関係や同好の関係を持つ者

たちであった。 師弟凶係は咎遥、 入門によって結ばれる。 京都で開かれた「物産会」に

見る越中西部とのつながりの深さの一 因は、 京都での修学者の割合が、 越中東部．窮山

城下の医者に比べて圧倒的に越中西部の医者に多かったことと考えられる。 しかも彼ら

の中に邸岡の布力な医者たちがいたことの慈味が大きく、 彼らを中心とした「神農講」

を迎して越中西部での栂物的な本1れの展IJi,Jへつながつていったと見られる。

これまで越中での栂物的な本：,·;;: 学に関しては、 その中心だったI・前田利保が格鞭会の活

動を通した江戸の本．窄学の延長上にあったため、 その方面からの研究がなされてきた。

しかし小論で取り上げた京都とのつながりは、 利保に関辿するものとは別の展開として

瀾究をすすめる必要がある。

また、 金沢の俳人堀友水と石；：炉との趣味を迎した関係、 村松椋左衛門と小野1湖山との

子弟関係に見られるように、文人同士の1'i'i'報交換の中からも伝えられたものも見られた。

「立山」については、 本：作家の採菜上の関心がモチーフとなろうが、 これは菜:,·れとい

うよりも、 珍しい:,•;,:木探索への欲求が背鈷に考えられる。 それには当時の園芸のプー ム

による、 外国産の園芸種も含めた珍しい梢物への'�益要があったことも関係していると思

われる。 また立山での採狛品からは、 遊山の要索が加わった硲末の立山を取り巻＜時代

秤ぶし•も垣間見られる。 立山押定登山との1処辿も、 人と1竹報のつながりの上では無視でき

ないと思われるが、；洋細は今後の研究を侯ちたい。

大型寺湘旧蔵の漢麻嘔］査の過程で、 大型寺湘での学芸活動の担い手が医者形であった

という指摘571 があるが、 地方都市での文化的活動の担い手であった知識形が富裕な町人

や医者、イ•,�•侶らであったことを考えると、 俳諧や中国の古典、t;/,1学と本:,•;,:学を教1冷に持

つl医者）けが学芸面からその地域の文化活動を支えていたことは十分に考えられるし、 そ

れは金沢や富山でも同様であろう。近世後期の柚物学化した本:,-;,:学の守備範囲を、 方言、

民俗をも含んだ、 広く教投の総体と考えると、 これは近世後期の地方での学芸活動の担

い手とその辰l}rlを研究する上でも煎要な切り口と言えるだろう。

小論では京都・ 大坂の「物産会」での出展品を通して越中とのつながりを考えたが、

もうーつの中心であった江戸での「物産会」に越中の脱品が出展されていた可能性があ

る。 但し「物類品［訂には越中絃品の品叔はないので、「物函会」の初期である宝肝頃

には深いつながりが見られなかったようである。 しかし、 少数ではあるが越中から江戸
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ヘ修学に出かけた医者たちもいたので、 それ以降に硲末にかけてl!H1化された第寿館薬品

会等の出辰品が明らかになれば、 江戸との1廿報の流れについても論ずることができるで

あろう。

その意味で小論はまだ部分的なものでしかないが、 夏に他の「物殺会」目録からの事

例をもとにした梢報ネットワ ー クにI渕してご教示を賜れば幸いである。

註

1)辿藤正治「；，
・
元：.i:=室物殺会について」（「尖学史研究II j息文lll-J 昭和60)参照。

澁，
1 ::座の「物殺会」では代々の当主が会主となり、 初期に自宅外の楊所を会拗に,;�J

いたものを含めると、 文化5年(1808) から｝必応3年(1867) の間に50同 ,mかれた。

2 )窃保 2 年0742) ~文化10年0813)。 越中j•,':j岡日下小兵術の二男。:i浜都で修学中

に山本家の必子となる。し廿：.'}'室は天明6年(1786) に封山がIJり設した。

3)文政10年(1827)
、

～明治36年(1903)。名は釘，:夫。 はじめ渓山、 のちi呉磁と号する。

嘉•永4年(1851)、 25歳の時越中を訪れ、 立山へ登り採薬を行った。 その時の品録

r入越日品］の自喰稿本が現存する。 現在、 正柏刷二氏がその翻刻と注釈を進めてい

る。

4 )浜井至物涯会のうち45回分と、 同時代に麻都で1;:」かれたその他のもの7回分、 大

坂でIJ版lかれたもの16回、 伊勢2回、 長崎1回分の目録の写本を合本した冊子が西尼市

立柊i=沖館岩瀬文J,j,'.に所蔵されている。

r凶利嘩物産会目録（内四冊岩水氏物産会及大坂京都，渚家物発会）」12冊 写本

品i求品号［三0 ー 函 ーニ号］

また武田科学振肛↓財団杏雨；';-足には、 同，
I;-の写本が所蔵されている。

i浜 -.'r-空物産会目録四十六咎附録j二 十五咎 写本15 冊 両 'i求記号［杏5 944]

他には、 名古屋市束山梢物園には伊l紺圭介の写本によるr�fi:, I }:益物並会目録1 17illtが

所蔵されている。「伊藤圭介品念空蔵：.1 :: . 蔵品目録」（名古J丞市束山梢物園脳）による。［

］は晶求番号。

r.: 克・.1沼産物産会目録j第四回（文化S) [5- 1]、 第七回（文化13) [ 5 - 2]

第十 二回（文政9) [5-3、 第二十回（天保4) [5-4、 第二十 一回（天保5)

[ 5 - 5]、 第二十九回（天保13) [ 5 -6]、 第三十回（天保14) [ 5 -7 ]、 第三十 三

回（弘化3) [5-S]、 第三十七回（滋水3) [5-9]、 第三十八回（品水4)

[ 5 - 10]、 第 三十九回（滋水5) [ 5 -ll]、 第四十 一回（滋水7 ) [5-12]、 第四

so 
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トニ同（安政2) [ 5 -13]、 第四十三回（安政3) [ 5 - 14]、 第四十四回（安政4)

[ 5 -15]、 第四十七回（文久2) [ 5 -16]、 第四十八回（文久3) [ 5 -17] 

5)「謁距：；：雑録Jにある「i半島氏モ'oJ年浪旅二下リ 、 本:,•;,:ノ会アリ」を根拠に「年衣

II本栂物学叫には宝Jt'i元年の項に、 津島恒之進が「物産会」を行ったとする記述が

兄られるが、「本:.·;,:ノ会ー が本:.·;i::, 1 ;: の会説会だったのか、 辰示を供屁したものか不；，羊

として、 これを「物産会」の始まりとする見方には疑I甘］も持たれている。

6)「年表日本栂物学史］によ れば、 天保3年( 1832)に福井春水が江戸でI)りいた薬品

会を、「江戸緊盛，氾第二角心からの引用として「其他ノ品物一 時甚尖ス。 其数凡ソ七

千余種」としている。 また、「尾視i名所図会；'jj,j科以務之二には「尼｝扇炸医学館茨品会」

の1匁1に添えて「山梅の禽獣虫魚 鯰介:,·:.:木、 玉石銅鉄等の あ らゆる奇品をはじめ とし

て竺支西洋束火の産物までを一万余種染め広く諸人にも見る··Ji.をゆるし」 とある。

7)上野益三 f博物学者列伝」（八坂：;1;:i必 1991) 42~43政参照。

8 )  ,; 主4参照

9)木村1磁二郎紺R白井光太郎羽：作狛第I谷j (科学., 1 ::院 昭和60) 338頁~344貞に翻

刻された脊料による。

10) r文久二年壬戌五月九日十H平安；，況：,';-至物廂会品目；（束．以国立t!l物館蔵）品求品

号［和563]による。

11)文化5年0808)に本京修行のために4月22日に江戸を出発して災涙、 }れ、大坂を

巡って白山、 立JIJで採栄を行い 、I'll 6月151:1に江戸へ帰った。 いわゆる百日採薬と呼

ばれたものである。

12)「束遊，氾補辿J'*洋文1,1,: nu西遊記1」（宗政冗十斎附校註平凡社1974)による。

13)石f(訂本:,;濯目啓司には、 谷之七石之五閥石類で 「石硫賀 タカノメノユワウ」

の光地群の中に越中ノ立山を、 な之八了；「．之ー山：,·;,: 類で「黄咎」の殺地の中に越州立山

を拳げている。『和淡三才図会」にはな六十八で越中土産 の中に「塩硝」「・紺辿」「鉛」

亀谷などを挙げているc

14)絵似In!([に「未詳」、「紺レン」、「岩キンバイ」、「三菜貨辿」、「岩ギキャウ ー 名白山ギ

キヨウ」、「チングルマ ー名チゴノマイ」、「ツガマッ」、「黄花ツガマッ」、「立山攻塊」、

「未洋」、「金梅サウ」、「御·1j1jタチバナ」、「ウサギ菊」、「カモメラン」、「ヤナギサウ」、

「銀梅サウ」、「ハクサンイチゲ」、「キクプキ」、「五菜イチゴ」、「紅菜カラマッ」、「立

山フグリ」、「未洋」、「マメナ 一 名岩イテウ」、「未洋」、「ヲンノレ 一 名大バ子バリ」 の

25種である。

15)正柏削二『近1せ後期における本：，·，t学史上の立山についてj (「富山県立山 t愚物館,J.',J
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究{ijf究報告：.'r-」1999) 50~51、 69頁参照。

16)今井功注解「芸根志」（築地・,,団館 1969)参照。 以下「雲根志jからの引用は何芥

の翻刻による。

17)国立公文：井館内閣文J,j,'.蔵 ，�i'i'求品号[197-26]

18)辿藤正治「山本柁室「日省窃j (茄永六年）」（「実学史研究IXJ思文IVrl 1993)

203頁参照。

19) r福光町史j下巻939~945頁参照。

20)赤祖父山のこと。 束砺波郡井口村と利質村の様にある。 付近ー帝に石灰岩を浴かし

こんだ赤茶色の炭酸水「そぶ」が咬出している。

21)赤祖父川。 城端町東西原付近で川底から自哄する炭酸水が不溶性の石灰蔀を作り、

水中の落ち菜に付沿して木葉石をつくる。 現在は上流部が「赤祖父石灰飛生成地」と

して窃山県の天然品念物に指定されている（昭4-0· 1 · 1指定）

22)金子寿衛男 ・梶山彦太郎ほか「木村兼1l比脱蒐染と推定される貝類椋本の種名目録」

([大阪市立自然史栂物館収蔵森料目録策十四仏 木村韮1及堂貝石椋本j昭和57)参照。

23)「雲根志1i1i角以な之三jの貝石の項には、 作者木内石；岱収狛の貝石について「予梨む

るところ ー百余品、 その形状色理堅軟おのおの同じからず」 とある。

24)「氷見市史j 3森料甜 一 古代・中世 ・ 近111: (-) 653頁。

25)田中俊子「江戸の想像力J (筑l怜，1 ::房1986)第二漱「辿がつくる江戸十八世紀」参

照。

26) 1iii掲 r ;;;·.:)'睾物殺会についてJ 41~46頁参照。

27)·111j掲 rnふ 'r-至物逝会について.I 46頁参照。

28)梶山彦太郎「木村兼l防堂蒐染と拙定される貝類椋本について」（「大阪市立自然史

柚物館収蔵脊科目録第十四ti� 木村兼殴党貝石椋本」 昭和57) 33頁参照。

29)辿屈§正治「山本柁室「日省蒋:J (弘化元年）」（「実学史研究Vlllj思文悌J 1992)

204頁参照。「11月14日 位吉解：枇斎米買楓樹井：,·;,: 品楓樹直一 円金」とある。 • ..., .. 吉は名

古足の花戸。

30)·1jij掲「白井光太郎芳作北第I咎1 355頁~363貞の翻刻による。

31)正柏剛二「各地医学塾入門板中の越中人」（『近代史研究」第十八号1995) 13真参

照。 越中を東西に分けで投べると、 西部が圧倒的に多く他国へ修行に出ており、 総数

104人中、 東西不明の二十三人を除く七十二人について、 52人が西部の出身、 東部は

20人。 また、 圧倒的に};{都への志向が翡かった。

32)「j'.',� 岡市史］中咎 895~897頁参照。
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33)「方意便袋』は、 ？晶岡の医家長1埼家に残る神此溝の品録写本で、 冒頭の識品;- 2篇と

271証の品録から成る。 正柏剛二「「方慈便袋j t.'i岡長崎·家収蔵の神農講の品録」

（「医，；叫第六四号1993)に内誌と翻刻がある。 以下引用は正低氏の絣刻による。

34.)上子元城。 神農詞隊の会員。 説：内室門人。

35)正桧liullJ二校注『立山遊記・立ぶ認登I臨； fj,('ij品」（桂苫房1995)59頁の翻刻による。

36)「うみすずめ」の漢名。 ハ コフグ科の悔魚を指す。 全イ本に硬い甲羅に毅われ、 箱状

をしている。 頭部に角状をした棘が一対あり、 体に六角形をした校様が並ぶ。「重訂

本］
＇

綱目啓司には、 同種のハ コフグを「勢州二見ニテ,:1z:殻ヲぅ·�」とある。

37)邸岡の医者で神牒詞隊の会貝。浜：内室に入r'りはしていないが、 山本格挙の日釆からは、

柁室に ：内噌打を送り質1:りをしていたことがわかる。

38) ;·::j岡の医者で神は溝の会貝。 浜：；「F室門人。 天保14年入門。 立山に生まれ、 のち此j

岡に移る。

39)和田彦齢。 翡岡の医者で神此講の会員。

40)『芸根志J等では「籾化石」として、 昔戦時に城内に苓えていた兵芥他米が落城の時

に焼失して地中で石になったものを叔せている。 出土した炭化米のことか。 本項にあ

る、 嵐山の焼米石については、『奇遊談咎之三下」に「嵯峨嵐山のうへ十八丁に、 水

正四年紺l川右京大夫政元が家人香西又六逆心しこ ヽに城を設し、 ほどなく香西又六亡

し也。 こ ヽに其軍せしときにおきし兵柑米の焼うせしが、 年へて石に化せしものあり。

（中略）菜品に用ひて奇効あり。 用ひ試たることなり」とある。

41)グミの淡名。

-42)而：j岡の医者で神牒講の会員。 京都で修学し、 小石家の学塾究理党に入門。

43)不詳。 但し、 殻には甲の滋味があるので、 これを「ぶ!J松苅甲」とすれば、 大根の葉を

収録沿させた生薬を指すものか。

44)おうち。 ニカワウルシのこと。

45)ワレカラ科の節足勁物。 主に海ホの間に住む。 動きが緩段で形が奇妙なので古＜か

ら歌辿にされ、「我から」に掛けて泳まれる。

46)記\I沿］の医者で神農講の会員。松田家は代々三知を世桜するが、 年齢から考えて9世

松田三知が該当する。

47) 1i1i掲「説 ・.1:=室物産会について」55頁参照。 同品は天保14年(1843)の浜杏室物産

会にも出展され、 和名は「蛮泥白I前」とある。 舶来の1点l芸植物で白紺の一種と考えら

れるが ，；韓I)は不明。 ほぼ届］時期に越中にも入っていたことに注目。

48)津島彦逸（北渓）。 山本棺室の日釆からは、 しばしば桔室に質問の1濯iを送ってい
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たことがわかる。

49)不詳。 鯰には抜け殻の意味があるので、 緊の殻の慈か。 動物性生薬にある「蟹殻」

を指すものか。

50) ,·:: 瀾の医者。 早いうちから江戸、 ．以都、 長的で学ぶ。 十数年の遊学を経て弘化元年

(1844) j•:.� 岡へ紺り医業に就いた。以後沿\ f;,:j文択の盟主となる。 神牒揺j.には加わって

いない。

51) ! 註保3年(1718) ~天明3年(1783)。 金沢の俳人。 天明中胚俳坑の俳諧革新述動

の先駆者。 立延3年(1750)以降金沢俳坑の中心人物となる。 宝肝末頃から活動が活

発になる。 多オヤ妬湖で、 見聞した加越能の異事や奇談をまとめた「三州奇淡」 r統三

州奇淡jを呼す。 越中の俳坑とも関係が深い人物で、 彼が紺んだ ・イ月帖f:春浪夜j

0770年刊）、 r新虚栗J(1777年刊）には越中人の俳句も叔せられている。

52)木内石亭の r天狗爪石奇談jには安政5年0776) 9月25日に加州金沢の友水が石

卒を訪ね、 能登島で採染した天狗爪石について語ったとの品叔が見られる。

53)平村松尾にあるj•,':jさ約32m、 周囲約76mの巨岩。 天頂石ともいう。 信仰の対象とも

なり、 伝説が残される。「越の下：,','i:jには「伝へ云ふ往昔金位JIJ:•れ：山に役の行者住まれ

し時、 此石の上にて座行有しに、 天窟下り供物を拓げ、 石の根の穴より泥女現して梵

明を棒げしといふ」とある。

54)「富山市菜菜史」（富山市尚工労働部薬業諜 昭和50) 101頁参照。

55) 生没年不洋。 越中砺波郡北野村（現城端町） に生まれる。 宝肝の頃から京都の本]';,:

学界で活躍し、 戸田旭山や律島恒之進らとも視しく交わり活躍した。 晩年は北野村に

紺ったと口われる。 元周自身、 初期の「物産会」への出屎例が見られる。微大和本

]';,:jの紺総が知られているが、 その業紐は毀荏褒貶が分かれる。

56)廣瀬減「「越の下)',°(jの作者宮水正迎について」「越の下：,�'.(」（岩倉規夫. j災瀬誡

・大田久夫•木愈数伍校訂注 北国出版社 昭和55)参照。

57)隈部彩「加陽所見宋版•旧紗本・古活字本提裳．―-金沢市立�I
―

，序館所蔵本及び石川県

立郷土森料•館蔵本について 一 」（「富山大学人文学部紀要第九号」1985) 286頁参照。

大型寺湘では、 医者Mが学芸活動を主に行っていたことを指摘している。

謝辞

武田科学振邸財団杏雨：IR展には、 小論の基本：餃料とした史科の1剥立にご便宜を図って

いただきました。 また、 小論中の山本総＇辿喰 H峠fi物写生区1;酎からの図版掲叔に当た
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っては、 浜・;1�冤文附御当主山本元夫氏に格別のご配駆を賜りました。 お名Hりを品して感

湖 11� し上げます。
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表1 展品された越中・立山での採集品

; ;��'J;; 臼百ご包':''

日

I三顎；：;:: 
物

r�:�;塁地等添え
もし汀rょ根？い:it•. ;e載

■文化13 (1816)年ま否室物産会（が、都）

化13.;fi- J I山本塁占
品者 1· 叱·誓 名 は門門讐地等添えも1

立
1 慌考

■文化3 (1820)年4月21日 浜否室物産会（ふ•:ti;)
出品者 品名 目緑記戟の産地等添え否 偏考

政3,,fi - l 泊，炉姿 コカ·=r-石① 越中立山金コカ'1'坂発 立
政3,点 一 2 叫rn径 •t石wii: 1',· ,i: 山地は谷 立
政3,点 ー 3 ..i:h序空 絶Jti石① 立山権現1i1i 立
政3,;(j-� "t'i-, 序空 !.: 石① 立山＿ノ越瓶 立
政3,:11- 5 �ll ,1� 喉 瑯玲髄①A 越中城端 西
政3,,,'l- 6 点，陀五 硝石①A 越中Ji.箇 西 「五箇」は五箇山のこと
政3しi't- i 点：｝屈i 金班扇①A 越中 〈西〉
政3 I社- s 奥近逸 珀珀③） 越中徳光りl沙l'. 加質l'-1石川郡il'!f光の品、心か

■文政9 (1826)年5月17日 ま否室物産会（ぷ都）

悶字 �1��i返：

名
・

1瑯1喜 名

-JI: 出iii二郎
小林畔二郎
安代啓輔

■文政10 (1827)年ば否室物産会（凩都）
出品者 品名

政10点 ー I ,;fj-, ff-喉 菊菜貨述
政10泊 一 2古ill斉宮 面'j石B

／ 

目録記該の産地等添えを
越中徳光illl苑

備考
加mg石川郡蕊光のふ，；Cか

豆斑石 越中光

目録記載の産地等添え否
越中二上山

嬰五箇
越中
越中

慌考
西
戸丘箇」は五箇山

目録記証の産地等添ぇ否
水品一f,fi 形如射飯者k立〉

慌考

慌考
�
 斗

偏考
立

価考
) lllftl.>:J石川郡低•光のはぶ，tか

慌考
西1且也互か

貝化石
信百

―

目録記載の荏地等添え否
級質黄色名
越中（犬木源．汲経ノ遥雨巌1〈西〉

価考
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■天保6 (1835)年6月10日 ま否室物産会0社都）

天6品 一 l
天6 .n- 2 
天6山1 ー 3
天6ぷ ー 4
天6 ,li- 5 
天6ぷ ー 6
天6 ,; 社 ー 7
天6'点- s 
天6 ,;i'j- 9 
天6 ,J'i- 10 
犬6点 ー II
天6頌ー12

出品者
,;iv:: 寮
�It占谷．
浜：,1;: 安
ut'i.', が．
,·A.• 1, ,,,.·,-., こ, 
"ll .. " ,. .,,. � , 
叫1,1}寮
�it ,1}窄
点・，I}寮
,;It , 1茫i
ull.. , ,,u.,.! . 
村松採左衛l"J

品 名
小金石②
絶T(i石②
石fU:砂l'B
長石®
山姥ノ捉飯B
石介
既取
笠石A
金班取②
硝石②
F.!; 取髄②C
ア七介A

目録記裁の産地苓添え否 価考
越中立山小金坂 立
越中立山権現1ii/ 立
越中立山地拭 斗� 

越中ヽ'L山ニノ越 立
越中 〈立〉

越中 只化石
越中城端 西
越中射水郡田川村 西 射水郡は砺波郡の，謀，氾
越中 〈西〉

越中五節山 西
越中城端 西
越中殺 只化石か

備考

こ三〗［三〗主竺J三詈三三立：l号翌t�:�也等

添

這

立I:』邸釘「ぷ;"''加，Hだ,>1'.ぶu:,;t,i

天7玄 ー I I北11:i:�
品

者 Ii紐ふと信石Q); I :,:iR;
jj
�!l�:

i也

�i=f�江 l西
棠山俗ニカサイシト云

●天保8 (1837)年8月3、4日 呉服町粟山氏物産会（大坂）
出品老 品 名 目録記載の在地等添え否

天S年1 1 );( .11, 1ゃ：：
1;� 闊：石②C I: 仇三：ノヽ�:村fiu I西

栄ill俗ニカサイシト云
■天保9 (1838)年4月14日 ま否室物産会o;(都）

三
目録記該の産地等添え否
越中山[R川
LIE越之界i必布上之1;::
越中 “比川

目録記載の産地等添えを

西

西

慌考
「加州」は越中のぶ，氾
「類生村」埴生村のぶ，氾

慌考
貝化石か

「1J11州」は越中のぷ品
「:h(生村」埴生村のぶ；じ

備考

価考

� こ〗i言iJ'f言:"J大?!二二
：

ー備考
天13玄 ー 1 lu:i中鯰 I牡鋭石 1越中伏木itli中 ーに I貝化石
■弘化3 (1846)年5月14、15日 集芳社物産会（大坂）

弘謬—l I,�、IIl塁刈1

品
者 1火ケ？タイ: 1:: 誓��戸悶閃悶戸 I I陀地の9品か

考

■弘化4 (1847)年5月21日 田否室物産会（�兄都）

弘4 .t'i- 1 I大坂勺：品 1--.J·; コゼ名 は塁�?在地等添え否 I I 低 考

■弘化4 (1847)年6月3、4日 玄凸堂物産会（大坂）

弘4玄―lし、山開は
者 1火ケりクイ： 1:�i翌門昇悶□豆日

―

T�地の�.;じか考
■嘉永7 (1854)年5月10日 ま否室物産会（鑓II)

品7年1 区ぷふふ l-,1;-斧: 名 l悶；；8栽の産地等添え否 I I 偏 考
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●安政2 (1855)年5月21日 エ否室物産会（以都）

安2 ii- 1 
安2 ,;fj- 2 
安2点ー3
安2 ,,i'l- 4 
安2浜 一 5
安z�u- 6 
安2 ,;fj- i 

出品者,;u·.rc姿
.. 11-.', 寮
.. n". 』 ,,d,.'. 参

成， If空
u.t1.. , Jtに、わ.. 

品
名一袋貨；韮

矮生攻塊
．叱1根ニンジン
立山フグリ
甜II栄む·松

が，l正寺御貶御蔵品 I 水,'11\
iむE院 は瓜策イシ

●安政3 (1856)年5月21日 ヱ否室物産会(J;,:都）

目紐記戟の産地等添え否
1、江山 斗� 

,i:111 I 立
、i�!IJ 立
,i�Li.1 立
立山 立
述；中ヽi:山 .u. � 
越中布施闘ilJ 西

安3.,'i- I I立1開孟
者 1-,,; 斧： 名 I誓門勺）産迎等添え否 i

立
●安政4 (1857)年5月10日 ヱ否室物庄会（ぶ都）

安�ii-1lw正閃初は御孟品, Ii枷必唸石E名 1品烹？？喜�!門7�
え

否 i西
■安政4 (1857)年5月16、17日 玄呂室物産会（大坂）

安4 ,ii- 1 髯ふ9 者 I. 吋I�喜 名 I門門記威の産地等添え否

I西
I

●安政6 (1859)年5月10日 コ否室物産会(J;,:都）

安6.Ji-11別所は介
品者 1げIク」ぶ 名 I誓戸荘の産地等添え否

■文久2 (1862)年5月9、10日 ヱ杏室物産会（ふ濯）

文2年J I如点は
者 I .z,11,J�� 攻塊!mr.·

i目録記栽の産地等添え否
1 西

凡例

慌 考
(, 本a抒,,\',ilijbiり1 ii.':',t�lPiI� 
.,,�,,:i:lri団紺�,1;: む; , :-.er-::、炉it�

1u�;,H1ょ-�,�.�H�" ,,.if<IJに·,;1ドl

偏 考

価 考

慌考

慌 考

価 一考

·11録に ，心戟の割lj)饂を抽出した' -部に越rj1. 立山>i':地の，心名がないものもあるが、 祁淀姐jJの物を含む
luJ -物発会内の ，氾叔は「IS私のII((による。

, Ill品者名はH録 ，心械のまま，汗地容沿え ， 1,は越,i,、i:1ilil祈であることを示す内むを，；しした，
ju)じ品がj,;JじII',品者によって出品されている物は、 C粒忍>--の,'fiりを振った，これはluJ·品を11.}Jりjを変えて屯
複出品した物と推定されるc

. ju鳩の品が迩うIIJ,\,', 者によって出品されているものはABC…の ，；いりを付したc この拗令は出品者1/:JO)授受によ
るluJ・品のUF能性もある，

·II録，；じ叔の光地容添 ，1, きから 、 )/.山山城で採集されたものには「立」 、 越,i, 西部で採染されたものには「西J
と ，心りをいれたン またそれぞれでの採収と拙定される楊令には（ 〉を付けた，

［表1 :1) 
●Iキク科の多介虹；，： 本州の一・部と四l•I、)L州の光地の'J:·J易に生える
● 1 li',: 政の一枡で、，•;-みのある質の悪いものを指す。火口と称して発燐に川いられた：
●3この11名の述名による出股品の巾にあるc

拿., 益,,,,, 水を持つ硫酸別の盆,,,,,。Ill:剤、 �)j出剤にJllいられた
•5ミカン科キハダ屈の生・栄「/II餃柏」のことか ． ここでは越•!'Pi'の貨柴を盆栽にしたものであるう 姐l1Pi'のキ

ハダは生必としてよOilいられた。
＊り弘在のti,', 光町オ川ヒ付近，江,.1初期にオ）II村はl,1'.川とも ，'1かれた，Jul村からは枇屈石を牝した：
•7「ひうちだい」を指すc 服緑ゃ・,''f郎に特徴のある牲があふかぶと魚ともいう，
＊｀七リギトの多年 ，店。 「ちしまにんじん」ともいう，
-� 「なるこゆり」の淡名 生必としてJ也ド牛を!!!\じて位甘I:剤に）！！いた，
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山本揆愚策『動植物写生図話」（面：占室文匝蔵）「花ぅ午三立山採薬」

所収の立山で採集の出展品

御

討
夕＇
ァ
芋

���/ 

写兵1「御前タチバナ」（天7浜 一 2)
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写兵2「三葉黄辿」（安2浜ー1)
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一
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-

�

写兵3「矮生政塊」（安2浜 一 2)
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写兵4 「立山フグリ」（安2泊 ー 4)
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